
平成16年 

撫鱗 No.1041 

シンボルマーク 

人口と世帯 

1月31日現在（）内は前回比、男23,696(-18） 女26,610 (+9）計50, 306 (-9）世帯18, 799 (+8) 

三好中学校 

藻川小学校 

へ
 

、
 

穿
、
誉
みの
邸い
幽
雪
 勿
切
が参
「り
 

一
 
か
学
梯
義褒
（幕
槻
劇
槻
弱
 

振
り
返
り
な
が

ら
校
歌
を
斉
唱
し
、
怠
れ
が
た
い
思
い

留
が
い
D
ぱ
い
⑩
鳳
嚢
に
厭鱗
馴
しま
し

た
回
 

な
お
。
開
ク
岡
小
単
機
⑩
国
駅
繋薮
讐
一

風
中
」T
公
」回
畳
亭定
し
て
い
窒
瓦
 

四
月
か
ら
鶴
ケ
岡
小
学
校
と
統
合
し
三

好
小
学
校
と
な
る
藻
川
小
学
校
で
一
月

二
十
四
日
、
五
所
川
原
第
一
中
学
校
と

統
合
す
る
三
好
中
学
校
で
二
月
七
日
に
、
 

そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
児
童
、
生
徒
、二
関
係者
の
皆
さ
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燃
え
た
【
 

フ
丁
 

三好中学校 

3年A組ぶら‘I旅 'I 
中学校最大の思い出を 

生徒のガ‘ ,，乎謡lr ＝二“ 	"' 
好中学校C 壁新隣『ザ報豆2 

皇
嘱
層
溜
鱗
編
町
嘱
 

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員

に
小
野
勝
章
さ
ん
が
、
 一月
三
十
一
日

付
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
0
 

期
間
は
、
平
成
二
十
年
一
月
三
十
日

ま
で
の
四
年
間
で
す
。
 

小
野
さ
ん
は
、
株
式
会
社
一
心
亭
代

表
取
締
役
で
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

外
の
経
済界
で
手
腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
 

成
田
市
長
は
、
 「民
間
の
方
々
の
立

場
か
ら
教
育
行
政
を
考
え
て
欲
し
い
」
 

と
辞
令
を
手
渡
し
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。
 

小
野
さ
ん
は
、
 「
謹
んで
お
受
け
し

ま
す
。
最
近
と
み
に
多
く
な
っ
て
い
る

家
庭
内
暴
力
な
ど
は
、
表
面
だ
け
の
解

決
で
な
く
基
本
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
保
護
者
の
立

場
に
た
っ
て
問
題
を
考
え
て
い
き
たい
」
 

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
 

第
三
十
七
回
五
所
川
原
市
内
小
中
学
 

K
三
点
ず
つ
、
計
五
百
二
十
九
点
の作

校
美
術
展
が
一
月
三
十
一
日
から
二
月
 
品
を
出
展
し
水
彩
画
や
版
画
、
立
体
工
 

二
日
ま
で
e
三
日
間
、
エ
ル
ム
の
街
、
ン
 作
、
壁
新
聞
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
エ
ル
ム
ホ
ー
 
し
た
。
 

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
自
分
の
作
品
の
前
で
記
念

こ
れ
は
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
造
 
写
真
を
撮
っ
た
り
、
仲
間
の
作
品
を
興
 

形
作
品
を
発
表
し合
い
、
図
工
美
術
教
 
味
深
げ
に
見
て
る
子
ど
も
が
あ
ち
こ
ち

育
の
充
実
を
図
る
た
め
毎
年
行
な
わ
れ
 
に
見
受
け
ら
れ
大
盛
況
で
し
た
。
 

て
い
る
も
の
で
す
。
 

毘
沙
門
小
四
年
の
一
戸
里緒
菜
さ
ん

市
内
の
小
中
学
校
二
十
校
が
ー
ク
ラ
 
と
其
田
彩
佳
さ
ん
は
仲
良
く
並
べ
ら
れ
 
 た

作
品
の
前
で
「
自
分た
ち
の
版
画
が

み
ん
な
に
見
ら
れ
て
ち
ょ
っ
と
は
ず
か

し
い
な
」
とう
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
年
度
で
最
後
に
な
る
三
好

中
学
校
の
壁
新
聞
は
、
 『
ザ☆
ラ
ス
ト

三
好
』
の
タ
イ
ト
ル
で
子
ど
も
達
の
最

後
の
思
い
出
が紙
面
い
っ
ぱ
い
に
綴
ら

れ
、
来
場
者
の
目
を
引
き
付
け
て
い
ま

し
た
。
 

一
月
二
十
三
日
、
市
で
は
、
湊
に
あ

る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
平
山
家
住

宅
」
 
の
防火
訓
練
を
行
いま
し
た
。
 

訓
練
は
、
主
屋
か
ら
の
出
火
を
想
定
、
 

消
防
署
に
通
報
、
す
ぐ
さ
ま
消
防
車
一
一

台
が
出
動
し
消
火
に
当
た
り
ま
し
た
。
 

消
防
士
た
ち
は
、
激
し
い
風
雪
の
中

す
ば
や
い
行
動
で
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
て

一
斉
放
水
し訓
練
を
終
えま
し
た
。
 

国
で
は
、
文
化
財
を
火
災
や
震
災
か

ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火

運
動
を
展
開
し
、
 一
月
二
十
六
日
を
文

化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
い
ま
す
。
 

ザ
☆
ラ
ス
ト
三
 



ボ
格
町
ア
L
ト
ギ
ャ
」フ
リ
ー
『縄
文
』
オ
ー
プ
ン
 

地域作家の絵画、書、鏡留ものなどの験月憾いつでも受付
していますので、ご誕難く態さも、を訳鋭》鈍胴 

伊
藤
正
規
画
伯
の
作
品
な
ど
六
十
点
展
示
 

市
名
誉
市
民
 

一
月
二
十
四
日
、
大
町
に

「
アー

 

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
縄
文
」
 
がオ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
 

奈
良
岡
正
夫
画
伯
や
市
名
誉
市
民

の
伊
藤
正
規
画
伯
ら
の
作
品
を
集
め

た
「
郷
土
出
身
作
家
展
」
が
無
料
で

三
月
二
十
八
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

『縄
文
』
は
、
同
所
で
レ
デ
ィ

ー
 

ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
ー
ド
ミ
ヤ
カ
ワ

を
閉
店
し
た
宮
川
忠
義
さ
ん
が
開
設

し
ま
し
た
。
 

市
内
で
は
初
め
て
の
本
格
的
な
ア
 

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
中
心
商
店
街

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
｛
呂
 
 川

さ
ん
は
、
 「
感
受性
豊
か
な
少
年

期
に
絵
画
と
い
う
芸
術
に
接
し
、
感
動
、
 

衝
撃
な
ど
何
か
を
感
じ
る
こ
と
で
心

が
醸
成
さ
れ
、
こ
の
地
域
か
ら
芸
術

家
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
…
」
 

と
情
操
教
育
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
郷
土
の
作
家
や
友
人
の
所

有
す
る
約
六
十
点
の
絵画
が
展
示
さ
れ
、
 

伊
藤
、
奈
良
岡
両
画
伯
の
ほ
か
工
藤

甲
人
さ
ん

（
弘前
市
）
、
桜
庭
利
弘

さ
ん
（
深浦
町
）
、
鷹
山
宇
一
さ
ん
（七

戸
町
）
、
葛
西
四
雄
さ
ん

（
尾上
町
）
、
 

葛
西
俊
逸
さ
ん

（平
賀
町
）
な
ど
郷

土
出
身
の
著
名
な
方
々
の
作
品
も
あ
り
、
 

来
場
者
は
じ
つ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。
 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
近
く

の
「
立
侵
武
多
の
館
」
 
開館
記
念
と

し
て
、
四
月
十
七
日
か
ら
横
山
大
観
、
 

棟
方
志
功
の
 「
日
本画
壇
の
巨
匠
展
」
 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

休
館
日
は
、
三
月
は
金

・
土
曜
日

ま
た
、
四
月
か
ら
は
木

・
金
曜
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

薩
候
議

制
雁
嶋
活
思
弓
 

松
島
書
道
サ
ー
ク
ル
 
毛
筆
を
寄
贈
 

市
内
の
書
道
愛
好
者
が
集
ま
る
松
島
  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼

書
道
サ

ー
ク
ル

（
岩
谷宣
隆
代
表
）
は
、
 
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

一
月
二
十
一
百
、
立
侵
武
多
製
作
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
使
用
済
み
の
筆
、
 

約
百
本
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

同
サ

ー
ク
ル
で
は
、
中
央
公
民
館
で

時
田
智
子
さ
ん
（
雅
号
・中
道
六
草
）
 

を
講
師
に
書
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
こ
れ
ま
で
使
っ
た
筆
を
集
め
て
感
謝

祭
を
行
い
ま
し
た
が
、
立
侵
武
多
の
墨

付
け
な
ど
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

今
回
の
寄
贈
に
な
り
ま
し
た
。
 

時
田
さ
ん
と
岩
谷
さ
ん
か
ら
「
今後

も
寄
贈
は
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
筆
を

手
渡
さ
れ
た
成
田
市
長
は
、
 「
市民
向

け
の
製
作
体
験
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
 

善
意

の
花
か
ご

5
と
ーつ
も誇
鍵

の
た5
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
保
育
園

（小
笠
原
亮

一
園
長
）
【
訪
間

（歌
、
遊
戯
）
、
寄
贈
 

（
ケー
キ
六
十
個
）
 

〇
有
限
会
社
東
北
ビ
ル
清
掃
管
理
（
佐
藤
文
義
代
表
取
締
役
）
H
五
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
間
山
成
子
さ
ん
（
雛
田
一
六
二
の
一
〇
）
H
三
十
万
円
。
 

〇
冨
田
重
照
さ
ん
（
み
ど
り
町
四
丁
目
一
二
八
）
H
三
十
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
体
育
協
会
へ
 

〇
冨
田
重
照
さ
ん

（
み
どり
町
四
丁
目
一
二
八
）
n
十
万
円
。
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シルバー人材センターからのお知らせ 
シルバー人材センターは、就職は望まないが働く機会を得たい、何らかの収入を得たいという健康

で働く意欲のある高齢者の願いに応えるための団体で、地域の発展に寄与することを目的として運営

されています。 

⑥会員はこんな仕事をしています 

④務分野 
●草刈り、除草 
●清掃 
．薬剤散布 
●配達 
●除排雪など 

●宛名書き 
●賞状書き 
●書類伝票整理など 

緯能職分馴 ●大工 
●襖・障子張り 
●植木勇定など ●自動車運転など 

〇会員の資格の更新 現在センターに登録している会員の方は、 

3月31日で資格が切れます。引き続き更新を希望される方は、 

年会費3,000円と友の会会費500円を持参のうえ、事務局まで。 
ケ高齢者の豊かな経験と能力クを活用ください。 

＠歎五所川原市シルバー人材センター 
容 (34) 8844 五所川原市字岩木町12番地 

(35) 2111（内線360) 
×
 五所川原市役所 '35-211l 平成16年 2月15日 4 

、刃物研ぎ（鷺弧、等）引受け 

h-r口rm日ゼ口n 

議
細麟
難
（）
響い
議
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対

策
協
議
会
 

農
政
課
 

内
線

3
53
 

●

2
月
2
5日
困
 
1
1時
4
5分

ー
1
3時

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
e
K
豆
で
作
っ
 

た
手
作
り
味
噌
、
豆
腐
、
赤

5
い
り

ん
ご
で
作
っ
た
ジ
ュ

ー
ス
・
ジ
ャ
ム
・

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
 

相
続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
 

青
森
県
司
法
書
士
会
 

合
O
l
7（フ
7
6
)8
3
9
8
 

2
月
は

「相
続
登
記
は
お
す
み
で
す

か
月
間
」
で
す
。
期
間
中
、
相
続
登
記

の
無
料
相
談

（
た
だ
し
、調
査
等
を
要

す
る
場
合
は
有
料
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
各
司
法
書
士
事
務

所
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
 

ー
日
移
動
就
職
相
談
会
 

弘
前
福
祉
人
材
バ
ン

ク
 

公
O
l
7
2
(3
6)1
8
3o
 

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
方
を
対
象

に
、
福
祉
人
材
登
録
や
福
祉
資
格
の
取

得
な
ど
一
日
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
 

● 2
月
2
7日
国
 
1
0時

5
1
5時

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

2
階
相
談
室
（
相
談
無
料
）
 

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ンタ
ー
 

か
ら
の
ご
案
内
 

母
子
相
談
 

母
子
家
庭
等
を
対
象
に
、
生
活
全
般

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
相

談
も
で
き
ま
す
。
要
、
事
前
申
込
み
。
 

◇
場
所
 
県
旦
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

森
市
中
央
三
丁
目
2
0ー
3
0
 県
民
福

祉
プ
ラ
ザ
3
階
）
 

◇

一
般
相
談
 
通
年
（
年
末
年
始
・
祝

祭
日
を
除
く
平
日
）
 

◇
法
律
相
談
 

毎
月
第
3
火
曜
日
 
1
3時

5
1
5時
 

平
成
1
6年
度
「
和
裁
・
洋裁
・
編
物
 

手
芸
講
習
会
」
受
講

生
募
集
 

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦

・
子
、
父
子
 

◇
定
員
 
和
裁

…
1
2名
 
洋
裁
…
1
2名

編
物
手
芸
…
1
4名
 

◇
申
込
期
限
 
2
月
2
7日
国
 

申
込
用
紙
は
、
県
立
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
市
役
所
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
に
あ
り
ま
す
。
 

計
量
器
の
使
用
に

つ
い
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

商
工
振
興
課
 
内
線
3
8
2
 

四
月
か
ら
、
特
定
計
量
器
定
期
検
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
検
査
を
実
施

す
る
う
え
で
大
変
重
要
な
受
検
対
象
者

名
簿
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
平
成
1
4年

度
に
定
期
検
査
を
受
検
さ
れ
な
か
っ
た

方
で
、
引
取
・
証
明
に
計
量
器
を
使
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
商
工
振
興
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

住
宅
金
融

公
庫
か
ら
お

知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公

庫
東
北
支

店
 

容
o
2
2
(2
2
7
)
5
0
0
3
 

証
券
化
を
活
用
し
た
長
期
固
定
金
利

型
の
新
型
住
宅
ロ
ー
ン
が
、
民
間
金
融

機
関
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
0
 

・

長
期
固
定
金
利
型
（
最
長三
十
五
年
）
 ・

証
券
化
に
よ
り
民
間
金
融
機
関
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
 

・

住
宅
の

「
質
」
を確
保
 

・

保
証
料

・
繰
上
返
済
手
続
料
が
不
要

◇
住
宅
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ぺ
ー
）ソ
 

家
庭
の
子
を
対
象
に
し
た
講
習
で
す
。
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嗣
屍
サ
 ロ 

ン
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
運
営
委
員
会

五
所

川
原
商
工
会
議
所
内

公
（3
5)2
1
2
1
 寺
山
 

平
成
1
6年
度
「
五
所
川
原

立
侵
武
多
」
に
お
け
る

立
侵
武
多
・
ね
ぷ
た
の

参
加
申
込
み
を
受
付
し
ま
す
 

津
軽
半
島
観
光
振
興
事
業
実
行
委
員
会
 

事
務
局
 

容
（3
8)l
o
o
0
 

第

4
回
広
域
観
光
 

「
総括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
 

ー
広
域
観
光
拠
点
に
 

つ
い
て
考
え
る
ー
 

講
演
会
の
ご

案

内
 

平
成
1
6年
度
の
夏
ま
つ
り
「
五
所
川

原
立
侵
武
多
」
に
お
け
る
立
侯
武
多
・

ね
ぷ
た
参
加
団
体
の
申
込
み
を
次
の
と

お
り
受
付
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
団
体

は
、
期
間
内
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
期
間
 

2
月
1
6日
卿
5
3
月
1
2日
国
 

※
会
議
所
内
に
申
込
用
紙
あ
り
ま
す
。
 

◇
申
込
先

・
問
い
合
わ
せ
先
 

／
五
所

川
原
立
侵
武
多
運
営
委
員
会
 

●

3
月
6
日
田
 
1
3時

ー
1
6時
 

五
所
川
原
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
テ
ー
マ
・
講
師
 
「
家
族
って
な
あ
 

に
？
」

5
親
子
関
係
か
ら
現
代
の
子
 

育
て
・
家
族
を
考
える

5
 
本
間
博
 

彰
先
生
（
宮
城
県
子
ど
も
総
合
セ
ン
 

タ
ー
所
長
・
精神
科
医
）
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

参
加
無
料
。
申
込
み
不
要
。
 

手
作
り
小
物
大

展
示
 

n
く
る
み
園
作
品
展
示
交
流
会
H
 ノ

 

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
特
製
な
べ
や
き
屋
も
 

開
店
。
入
居
者
e
元
気
を
感
じ
、
新
た
 

な
発
見
の
日
に
H
 団
体
送
迎
あ
り
。
 

●

3
月
2
0日
田
 
1
0時
3
0分

ー
1
4時

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

く
る
み
園
 
公
（3
4)2
7
2
1
 

手
芸
品
の
製
作
体
験
や
販
売
、
フ
リ
 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
で
は
、
津

軽
西
北
五
観
光
モ
デ
ル
の
4
ル
ー
ト
を

検
証
し
、
昨
年
1
0月
か
ら
金
木
町
、
木

造
町
、
鯵
ケ
沢
町
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
当
市
で

総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

2
月
1
9日
困
 

1
8時
3
0分
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

◇
テ
ー
マ
 
「
立侯
武
多
」

5
「館
」
、
 

そ
し
て
広
域
観
光
へ
 

◇
パ
ネ
リ
ス
ト
 岩
谷
勇
幸
、
藤
川
あ
 

き
つ
、
三
上
秀
昭
 

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
川
嶋
大
史
 

◇
ァ
ド
バ
イ
ザ

ー
 
角
田
周
 

×
 

交通災害共済は、1人年間350円で交通事故はも

ちろん自転車の自損事故などによる怪我で、1日で

も治療受けた場合に見舞金が支給される制度です。 

1人年間 350円 

平成16年 4月1日から平成17年 

3月31日まで 

五所川原市に住所のある方であ

ればどなたでも加入できます。 

随時予約加入受け付けをしてい

ます。 

環境対策課及び各支所窓口 

また、団体加入の取扱をしてい

る町内会・婦人会・事業所等で

も（加入者20人以上）受付をし 

ています。 

■共済会費 

■共済期間 

■加入資格 

■受付期間 

■申込先 

団体加入をしてくださる
事業所・町内会等を

募集しています！ 

. 

団体加入は会員 1 人につき20円が団体奨励金として・ 
団体に支給されます。 	

. 

20人以上であれば団体で加入ができます。 	・ 

. 

詳しくは 環境対策課 内線206 . 
S 

仙台労働条件相談センター フリーダイヤル 0120-554-345 

解雇・賃金・労働時間等をはじめとする様々な労働条

件に関する相談に、専門家のアドバイザーが無料で応

じています。お仕事の帰りや土曜日にも相談できます

ので、お気軽にご相談ください。 

月～金曜日 14時～20時、土曜日 13時～18時
※日曜日・祝日はお休みします。 

「青森県立北斗高等早憂通信制の課禾剥 
尾上総合高等学校分室 

平成16年度 生徒募集 
尾上総合高等学校分室 容0172一57一5528 

尾上総合高等学校分室は、通信制高校の再編により、 

県立北斗高等学校の分室として尾上総合高等学校内に設 

置された「単位制による通信制の高等学校」です。 

《通信制教育の特色》 

年齢・職業を問わず入学可能。3年で卒業可能。スク 

ーリングは日・水曜日のいずれか1日出校。他校で修得 

した単位を生かせる。科目聴講だけでも可能。 

《入学願書受付期間・申込先》 

新入生 2月27日（金）-4月2日（金） 

県立北斗高等学校に提出（〒030-0813 青森市 

松原2丁目1-24 '017-734-4599) 
転編入生 3月1日（月）-3月19日（金） 

尾上総合高等学校分室に提出（〒036-0211 南 

津軽郡尾上町大字高木字松元7一6) 
※受付時間は9時～16時。土・日曜日、祝日を除く。 

5 平成16年 2 月15日 
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4同《同》⑨ 岩木川河川公園 

◇競技種目 

Aクラス・・‘子供の部（中学生以下）自作凧大歓迎 

Bクラス・・・伝統凧の部（津軽凧以外） 

Cクラス…創作凧の部 

Dクラス…津軽凧高校生・一般の部（西の内8枚凧以下） 
Eクラス・・・津軽凧高校生・一般の部（西の内9枚凧以上） 

Fクラス…団体の部（県内は西の内20枚凧以上） 

見栄え（絵柄など）、安定度（揚げ方・技術）、 

マナー、うなり（津軽凧のみ） 

各クラスこと次のとおり表彰を行います。 
最優秀賞 1名、 優秀賞 5名、 

努力賞 若干名、 参加賞 参加者全員 

無料。どなたでも参加できます。 

所定の申込用紙に記入して、2月20日（金）まで 

に申し込みください。当日、会場でも受付して 

います。 

◇審査方法

◇表 彰 

◇参加料

◇申込方法 

（社）五所川原市観光協会 B38一1515 

五所lIl原全国凧揚げ大会 EiJ 全国凧揚I I会 

火災f・救急lfj動概況 
五所」~源消防署管内1月の火災、救急、救助出動件数（単位 ) 

区 分 
火 救 	急 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成16年 2 2 111 111 1 1 

平成15年 1 1 145 145 3 3 

比 	較 1 1 A34 A34 A2 A2 

平成15年度統ー標語 その油断 火から炎ハ、 災いノ＼ 

問合せノ五所川原地区消防事務組合消防本部 '35-2O19 （内線23) 

' 

「神経芽細胞腫検査」休止

のお知らせ 
Th29日 

から 

公的個ス認証ゲーどスが
開始さ九まレた 

「神経芽細胞腫」とは、乳幼児のおなかにでき

る小児がんの一種で、県では生後6、 7カ月の赤

ちゃんを対象に神経芽細胞腫を行ってきました。 

しかし、近年の様々な調査・研究の結果、①こ

の検査のおかげで神経芽細胞腫で亡くなる子ども

が減っているとははっきりいえない②乳児の神経

芽細胞腫は自然に小さくなり消えてしまうことが 

ー 	あること、などがわかってきたため、神経芽細胞 

rー 腫検査を休止することとなりました。 

従って検査セットが配布されている場合であっ

ても、提出していただく必要はありませんので、 

各自で廃棄していただくようお願いいたします。 

なお、 2月（今月）まで検査対象となる赤ちゃん

で検査を希望される方は、検査を実施しますが、 

検査ろ紙は、 2月末までに青森県環境保健センタ 

ーへ送付してください。 

〈問い合わせ先〉 

●西北地方健康福祉こどもセンター保健部 

（五所川原保健所） 公 34-2 108 
●青森県健康福祉部こどもみらい課・家庭支援

グループ 公 017一734一9303 

8周 1 国＠I確3 
介護保険料 第8期 

の納付期限です。 
忘れずに納めましょう0 

介護福祉課 内線273 

課窓口係 内線203・205 

◇公的個人認証サービスとは・・・ 
窓口に出向く必要のあった行政手続が、家庭や

職場からインターネットで出来るようになるこ

とです。 
◇電子証明書発行手続方法 
サービスを利用するには、電子証明書の発行を

受ける必要があります。市民課に住民基本台帳
カードと公的機関発行の顔写真付身分証明書を

持参して手続きしてください。手数料は 3月31 
日までは無料、それ以降は500円となります。 

対象となる行政手続など、詳しくは窓口係までお

問い合わせ、もしくは次のホームページをご覧くだ
さい。 

総務省 http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/kojinninshou.htm  
利用者向ポータルサイト http:クwww.jpki.go.jpノ 
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『
い
じ也
る
畑
の
健
康
』
を
考

え
る
標
調
 
平
成
1
5年
度
ズ選
讐
四
 

五
所
川
原
市
学
校
保
健
会
で
は
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に

心
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
「
い
じ
め
」
や
「
心
の
健
康
」
に

関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
 

い
つ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
よ
力
・
 い
え
ば
き
も
ち
 
あ
っ
た
か
 

三
輪
小
学
校
 

1
年
 

く
ど
う
 
な
ほ

じ
ぶ
ん
が
い
た
い
こ
と
は
 
と
も
だ
ち
も
 
い
た
い
ん
だ
よ
 

鶴
ケ
岡
小
学
校
 

1
年
 
開
米
 

俊
基

と
も
だ
ち
に
 
ご
め
ん
ね
と
い
え
る
 
い
い
こ
こ
ろ
 

鶴
ケ
岡
小
学
校
 

1
年
 
小
笠
原
 
未
森

あ
い
さ
つ
は
 
え
が
お
と
え
が
お
の
 
お
く
り
も
の
 

中
央
小
学
校
 

1
年
 
小
関
 
公
貴

う
れ
し
い
な
 
や
さ
し
い
こ
と
を
 
い
っ
ぱ
い
し
た
よ
 

藻
川
小
学
校
 

1
年
 
た
か
は
し
か
す
み
 

む
し
を
し
て
 
歩
く
あ
な
た
も
 
き
ず

つ
く
よ
 

鶴
ケ
岡
小
学
校
 

3
年
 

小
野
 
雅
里
愛

い
じ
め
る
と
 
あ
な
た
に
く
る
よ
 
同
じ
こ
と
 

鶴
ケ
岡
小
学
校
 

3
年
 
田
中
 
克

樹

一
人
じ
ゃ
な
い
 
み
ん
な
が
ず
っ
と
 
そ
ば
に
い
る
 

長
橋
小
学
校
 

3
年
 

石
岡
 
佳
樹

君
と
ぼ
く
 
な
か
よ
し
だ
よ
ね
 
気
持
ち
い
い
 

藻
川
小
学
校
 

3
年
 
高
橋
 
す
み
れ

や
さ
し
さ
は
 
心
の
勉
強
 
が
ん
ば
る
ぞ

ー
 

鶴
ケ
岡
小
学
校
 

4
年
 

開
米
 
志
織

ケ
ン
カ
し
て
も
 
今
な
ら
間
に
合
う
 
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
 

南
小
学
校
 

4
年
 

塩
見
 
浩
平

い
じ
め
ダ
メ
 
止
め
な
い
君
も
 
や
っ
て
い
る
 

羽
野
木
沢
小
学
校

4
年
 

斎
藤
 
圭
介

お
は
よ
う
と
 
笑
っ
て
返
せ
ば
 
い
い
気
分
 

一
野
坪
小
学
校
 

4
年
 
封

馬
 
達
郎
 

や
め
よ
う
よ
 
お
も
て
は
よ
い
子
 
う
ら
で
は
悪
い
子
 

一
野
坪
小
学
校
 

5
年
 
金
津
 

久
翻

に
げ
な
い
で

ー
勇
気
を
出
し
て
 
止
め
よ
う
よ
 

南
小
学
校
 

5
年
 

棟
方
 
渉
平

あ
り
が
と
う
 
心
や
さ
し

い
 
友
が
い
る
 

南
小
学
校
 

5
年
 
蝦

名
 
成
美

ゴ
ミ
拾
い
 
地
球
の
た
め
な
ら
 
何
度
で
も
 

鶴
ケ
岡
小
学
校
 

6
年
 
小
野
 

佑
真

ぶ
つ
かり
あ
っ
た
な
かま
で
も
 
「
ごめ
ん
なさ
い
」
 
で
 
な
か
な
お
り
 

東
小
学
校
 

6
年
 
三

浦
 
政
秀

な
か
よ
し
の
 
世
の
中
つ
く
ろ
う
 
ぜ
っ
た
い
に
 

長
橋
小
学
校
 

6
年
 

佐
々
木
 
秀
一

心
の
中
 
健
康
チ
ェ
ッ
ク
 
し
て
み
て
は
 

羽
野
木
沢
小
学
校

6
年
 
小
笠
原
 
智

香

ど
う
で
す
か
 
み
ん
な
の
心
が
 
あ
っ
た
か
い
？

・
 

羽
野
木
沢
小
学
校

6
年
 
小
林
 
礼

佳

あ
い
さ
つ
は
 
見
え
な
い
傷
の
 
医
療
薬
 

藻
川
小
学
校
 

6
年
 

川
浪
 
里
子

い
じ
め
は
ね
 
自
分
を
む
し
ば
む
 
核
兵
器
 

中
央
小
学
校
 

6
年
 
片

岡
 
え
り
 

ち
ょ

っ
と
待
て
 
言
っ
て
も
い
い
の
 
そ
の
言
葉
 

三
輪
小
学
校
 

6
年
 

古
川
 
駿
 

「お
は
よ
う
ー
・
」
で
 く
も
っ
た
心
 
ふ
き
と
ん
だ
 

三
輪
小
学
校
 

6
年
 

芦
田
 
祐
太
朗
 

や
さ
し
い
声
 
ひ
と
こ
と
だ
け
で
 
す
く
わ
れ
る
 

第
四
中
学
校
 

2
年
 

秋
田
 
真
寿
実

友
の
声
 
病
ん
だ
心
に
 
ビ
タ
ミ
ン
剤
 

第
四
中
学
校
 

3
年
 
笠
井
 
理
恵

子
 

三
輪
小
学
校
 

6
年
 
成
田
 
晴

香

家
族
と
の
 
会
話
が
心
の
 
安
ら
ぎ
に

三
輪
小
学
校
 

6
年
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
字
 
斎
 

藤
 

〔五
所
川
原
俳
句
会
〕
 

岩
木
嶺
の
双

肩
定
か

白
鳥
河
 

し
の
の
め
や
鵠
の
首
が
帆
ば
し

ら
に
 

頑
な

に
意
地
を
張
り
し
も
雪
は

雪
 

久
方
に
訪
ひ
ば
鱈
汁
北

の
宿
 

裸
木
や
裏
も
表

も
な
き
暮
し
 

清
 
泉
 

敦
賀
 
晴
川

鳴
瀬
 

牛
角

小
田
川
秀
一

山
内
 
清

祐

成
田
 
市
子
 

け
ふ
た
ん

と
食
べ

て
い
ま
す
か
寒

雀
 
斉

藤
今
日
子
 

禅
僧
の
忘
れ

草
鞍
か

大
海
鼠
 

松
宮
 
梗
子
 

海
鼠
漁
黒
子
に

徹
す
父
の
背
ナ
 

六
花
舞
ふ
師
の
文
字
凍
と
表

装
展
 

酢
海
鼠
や
先
祖
代
々
下

戸
多
し
 

女
正
月
瞬
く
や
う
な
日
の
ひ
か

り
 

寒
病
棟
全
粥
の
椀
残
さ
ず

に
 

ふ
る
さ
と
（
ス
ト
ー
ブ
燃
ゆ
る
ぽ
っ
ぽ
か
な
 

成
田
 
房
子

福
士
 
美
和

三
上
悠
恵
子

櫛
引
 
麗
子

山
内
ひ
ろ
子

成
田
 
千
空
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か園港天切iど切どいあなたへ～ 

田目圏固日■ロ■ 
お子さんから大人の方まで大歓迎！妊婦さんは、 

母子手帳を持参ください。 《参加無料》 

●3月7日（日） 11時～15時 

ェルムの街SC 2階 ェルムホール 

内容①歯の診察 ②歯の染め出し体験 ③歯間ブ

ラシ、デンタルフロスの正しい使い方につい

て ④むし歯になりやすい体質かがわかるテ

スト（限定10名／11時～14時）その他、盛りだ

くさん。また、お口の疑問・悩み等いろいろ

な相談に応じます。 

'  
◇主催】五所川原市、五所川原市国民健康保険 

◇共催】青森県歯科医師会北五支部会 

五所川原市民保健協議会 

利用いただいた先着20〇名

の方に、歯ブラシをプしゼント

するワン！ 

1人分 145kc日~ 

■材料（4人分） 
かぽちゃ 	 320 g 	砂 
白玉粉 	60 g 	ゆ 

五所川原市食生活改善推進員会 

ゆであずき缶 	40 g 
砂糖 砂糖 	 40 g 

■作り方 
①かぼちゃは皮をむき、ゆでて、裏こしをする。 
②①に白玉粉と砂糖を入れてよくこね、耳たぶよりや 

や柔らかめくらいの硬さにする。 
（かぼちゃによって、またお好みで水を加えて硬さを 
調節しましょう。） 

③食べやすく丸め、熱湯でゆであげる。器に盛りつけ、 
あずきをかける。 

かぼちゃは力口チンやビタミン、食物繊維などを多く含 

む優れた緑黄色野菜です。保存がきき、冬期間のビタミ 

ン類の良い補給源です。料理でだけでなくおやつにも利 

ざしてみましよう 

く  健 康 相 談 ） 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター七和 2月23日（月） 11:30-13:00 
高野文化センター 2月25日（水） 10:00-12:00 
水野尾コミュニテイ消防センター 3月3日（水） 13:00-14:30 
若 山 公 民 館 3月 4日（木） 13:00-14:30 
錦 町 集 会 所 3月 5日（金） 9:30--12:O0 

一 （ すくすく雇事つ 
◆場 所／働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間／ 12時 15分から 12時 30分 

◆持参するもの／母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容／小児科診察、歯科診察（1歳 6カ月児・ 

3歳児）、身体計測、発達相談、離乳食 

試食（4カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4カ月児健診 平成 15年10月生まれ 3月2日（火） 

1歳6カ月児健診 平成 14年9月生まれ 3月23日（火） 

3 歳児健診 平成 12年11月生まれ 3月25日（木） 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課まで
ご連絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診
を受けることができます。健診当日は、駐車場が混雑し
ますので、市役所駐車場もご利用ください。 

く  母と子の相談日 I 
~ ，この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場 所／働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの／母子健康手帳 

開 設 日 時 	間 内 	 容 

3月 3日（水） ・各月齢での成長、 

3月17日（水） 10 :0 0' 	12 :00 発達、育児、遊び、 

※17日午後は電話予
約となっています。 

13 :00~15 :00 栄養（離乳食等）相談 
・子育て等の情報交換 

献血四ご案内 j  
日 時 間 	場 所 

2月26日、1) 
	

9.9'30~ 16 :0u 津軽広域農業共済組今 

救急医療当番医 
月 日 馴 医療機関名 所 在 電話 

2月22日 日 健生五所川原診療所 五所廿隙市一ッ郁08り 35-2542 

2月29日 日
  

まっもと整形外科クリニック 五所川原市下り根4 33-5413 

※L対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介公34-4999）で紹介します。 

ぐ 
期 

五所川原市役所 公35-2111 
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